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泌尿器科領域におけるL-105の 臨床的検討
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高松赤十字病院泌尿器科

新規半合成セ フェム注射剤 であるL-105を 尿路 ・性器感染症29例 に対 して1日19ま たは29

を朝夕2回 に分 け,原 則 と して5日 間one-shot静 注 もしくは点滴静注投与 し,次 の成績を得た。

1)慢 性複雑性尿路感染症25例 中でUTI薬 効評価基準 に合致 した18例 の総合臨床効果 は,著 効

3例,有 効7例,無 効8例 であ り総合有効率は56%で あ った。

2)細 菌 学的効果は,28株 中 消失19株(消 失率68%),存 続9株 であ った。

3)急 性単純性 腎盂 腎炎 の1例,急 性前立腺炎の1例,急 性 副睾丸炎の2例 に対す る主治医の判

定は,す べて著効 であ った。

4)自 他覚的副作用は1例 に発疹,痙 痒感 が出現 し,臨 床検査値の異常変動は1例 にS-GOTの

軽度の上 昇を認めたが一過性であ った。

L-105は 日本 レダ リー研 究 所 で 合 成 され た 新 規 半 合

成 セフ ェム注 射 剤 で,Fig.1に 示 す よ うな 化 学 構 造 式

を有す る。

本剤は 好気 性,嫌 気 性 の グ ラム陽 性 菌 お よび グ ラム陰

性菌に対 し広 い 抗 菌 スペ ク トル を 有 し,各 種 β-1acta-

maseに きわ め て安 定 で あ る1)た め 尿 路 感 染 症 の み な ら

ず性 器感染 症 に も効 果 が 期 待 され た。

このた び,日 本 レダ リー株 式 会 社 よ り本 剤 の 提 供 を 受

け,泌 尿 器 科 領域 の 尿 路 ・性 器 感染 症 に 投 与 して 臨床 効

果 および副 作用 を検 詞 す る機 会 を得 た の で,そ の 成績 を

報告す る。

Fig.1 Chemical structure of L-105

1.対 象 および投与方法

対象患者は昭和59年7月 か ら昭和59年12月 までに徳島

大学泌尿器科お よび高松赤十字病院 泌尿器科 に入院 して

いた患者29名 で,性 別は男子23名,女 子6名 であ り,年

齢は46歳か ら85歳(平 均68歳)ま でであ った。

疾患の内訳は,慢 性複雑性膀胱炎13例,慢 性複雑性腎

盂腎炎12例,急 性単純性腎盂腎炎1例,急 性前 立腺 炎1

例,急 性副睾丸炎2例 であ った。

投与方法は,1回0.59を1日2回one-shot静 注 し

た症例 が7例,1回19を1日2回one-shot静 注 した

症例 が2例 と点滴静注 した症例が20例 であ った。溶解液

は生 理食塩液 を用 い,one-shot静 注では2011nl,点 滴 静

注 では100mlと し原則 と して5日 間投与 した。

皿.臨 床効果判定基準

臨床効果の判定は,慢 性複雑性尿路感染症 で はUTI

薬効評価基準(第2版)2)お よび その補遺3)に 従 って行

い,急 性単純性 腎盂 腎炎の1例 と性器感染症の3例 では

尿中細菌,尿 中白血球数,自 覚症状の推移に よ り主治医

判定で行 った。

III.臨 床 効 果

1.慢 性複雑性膀胱炎

UTI薬 効 評価基準 に合致 した10例 中著効1例,有 効

5例,無 効4例 で,総 合有効率 は60%で あ った(Table

1)。

2.慢 性複雑性腎盂 腎炎

UTI薬 効評価基準 に合致 した8例 中著効2例,有 効

2例,無 効4例 で,総 合有効率は50%で あ った(Table

2)。

以上,慢 性 複雑性 尿路感染症18例 中著効3例,有 効7

例,無 効8例,総 合有効率は56%で あ った(Table3)。

疾患病態群 別に臨床効果を検討す るとその総合有効 率

は,第1群50%,第2群100%,第4群100%,第5群
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Table3 Overall clinical efficacy of L-105 in complicated UTI

Table4 Overall clinical efficacy of L-105 classified by the type of infection

Table5 Clinical summary of acute simple pyelonephritis and the male

genital infection patients treated with L-105

*
Before treatment

After treatmcnt
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Table 6 Bacteriological response to L-105 in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

Table 7 Laboratory findings
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Table 7 (Continued)
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0%,第6群40%で あ った(Table4)。

3.急 性単純性腎盂腎炎,性 器 感染症

急性単純性腎盂腎炎の1例,急 性前立腺炎 の1例,急

性副睾丸炎の2例 に対す る主治医判定はすべて著効であ

った(Table5)。

IV.細 菌 学 的 効 果

UTI薬 効評価基準 に 合致 した 慢 性複雑 性尿路感染症

18例の尿中から本剤投与前に分離 された菌株 は28殊 で,

そのうち消失19株(消 失率68%),存 続9株 で あ り,投

与後出現菌は6株 であ った(Table6)。

V副 作 用

L-105を 投与 した29例 で自他覚的副作用 は,1例 に

発疹,掻 痒感が出現 した。また,本 剤投与前後 の赤血球

数(RBC),白 血球 数(WBC),ヘ モ グロビン濃度(Hb),

ヘマトクリッ ト値(Ht),S-GOT,S-GPT,Al-P,BUN,

血清 クレアチニン(S-Cr)に つ いて検討 した。 検 討 し

えた症例での臨床検査値 の変動をみる と,本 剤投与 と関

係あるかもしれない と判 定 され た の は1例(症 例4,

S-GOT19→40)の みであ った(Table7) 。

VI.考 察

L-105の 特徴は,好 気性,嫌 気性 の グラム 陽性菌 お

よびグラム陰性菌に対 し広 い抗菌 スペ ク トルを有 し,各

種 β-lactamaseに きわめて安定 な ことで ある。 臨床分

離株に対する抗菌力をみる と,Staphylococcus aureusに 対

してはcefazolinと ほぼ同等 でcefmenoxime,cefoper-

azoneよ り強 く,Pseudomonas aeruginosaに対 してはcefo-

perazoneよ り弱い とされてい る1)。

今回,わ れわれは泌尿器科領域 の尿路 ・性器感染症29

例に本剤を1日19ま たは29を 投与 して臨床効果 お よ

び副作用の検討 を行 った。

UTI薬 効評価基準に 基づいた 慢性複雑性尿路感染症

に対する総合有効率 は56%で あ り,必 ず しも満足すぺ き

成績ではなかったが全国集計 の成績1)と 同様であ った。

UTI疾 患病態群別の総合有 効率 では単独感染群 で73%,

混合感染群で29%で あ り,ま た,カ テーテル留置群で38

%,カ テーテル非留置群で70%で あ った。膿尿に対す る

効果は増悪を含む不変例が72%と 高率であ った。一般に

カテーテル留置群におけ る膿尿効果は低 く4),本 シ リー

ズで も8例 中7例 が不 変であ った。

無 効の8例 につい て み る と,第1群3例,第5群2

例,第6群3例 で全例が カテーテル留置例か もし くは混

合感 染例 であ り,そ の うち投与前後 にFaerugnosaが

分離 された症例 は5例 であ った。

細菌学 的効果 では グラム陽性球菌 は全株 が消失 したが

P.aeruginosaは 全株 が存続 し細菌消失率 は68%で あ っ

た。投与 後出現菌 はE.faecalis,P.aeruginosaの それ ぞ

れ2株 を含 め6株 であ った。P.aeruginosaに 対す る106

cells/mi接 種 での 最小発育阻止濃度(MIC)は 測定 さ

れた全株で25μg/ml以 上 であ った。

以上 の成績は本剤の抗菌力 と一致 した結果 と考え られ

る。 カテーテル留置の慢性複雑性 尿 路 感 染 症 例 で は

Faem8inosaが 分離 され ることも多いため,今 後は対象

患者の選択の問題や他剤 との併 用効果についての検討 が

必要 と思われた。

性器感染症の3例 では速やかな解 熱 と症 状の消 失,細

菌尿 に対す る効果が得 られ本剤の有用 性が示 唆され た。

副作用の検討では,1例 に発疹,痙 痒感 が出現 した。

本症例は投与直前の皮 内反応試験 は陰性 で1回 投与後 に

上記症状が出現 し2日 目には消失 したため,臨 床上 と く

に問題 とはな らなかったが患者 の希望 と主治医の判断 で

以後の投与を中止 した。本剤 の投与 と関係があ るか もし

れない と判 定された臨床検査値 の異常 変 動 は,1例 に

S-GOTの 軽度の上昇が認め られたが 無処置 の まま 速

や かに正 常値 に復 した。

以上,慢 性複雑性尿路感染症を中心 に泌尿器 科領域 の

尿路 ・性器感 染症 にL-105を 投与 し,本 剤の有用性を

確 認す る ことが できた。
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CLINICAL STUDIES OF L-105 IN THE FIELD OF UROLOGY

KENZO UEMA, MOTOAKI ODACHI and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology, Tokushima University, School of Medicine

(Director: Prof. Kazuo Kurokawa)

AKIO IMAGAWA

Department of Urology, Takamatsu Red Cross Hospital

L-105, a new semi-synthesized cephem-type injection, was investigated in 29 cases of urinary

tract infections and sex organ infections, with dosage of 1 or 2 g per day divided into two times-

moring and evening—one shot or drip intravenously for 5 days as a rule. The following are the

results:

1) Of 25 cases of chronic complicated urinary tract infections, overall clinical efficacy of

18 cases which met the UTI Evaluation Standards was: 3 of "excellent", 7 of"good", and 8 of
"poor" , the total efficacy rate being 56%.

2) Bacteriologically, out of 28 strains 19 (68%) were eliminated and 9 survived.

3) The physician's evaluation on the drug efficacy was "excellent" in one case of acute

simple pyelonephritis, one case of acute prostatis, and two cases of acute epididymitis.

4) Subjective and objective side effects were one case of rash with pruritus, and laboratory

test results showed one abnormal case of slight transient elevation of S-GOT.


